
愛媛大学機関リポジトリで
オープンアクセスを実現できます

機関リポジトリでの公開には様々なメリットがあります
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Google Scholar や CiNii Research などのデータべースにも収録されます
永続的識別子であるDOIも付与できます

愛媛大学では、オープンアクセス方針を策定し、研究成果の公開を推奨しています
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研究成果を未来へつなぐ

機関リポジトリとは、学内で創出された研究や教育の成果を
恒久的に保存･蓄積し、無償で公開する、オープンアクセス
実現のためのシステムです。
機関リポジトリで公開することで、内閣府「学術論文等の即
時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」の、【対象と
なる競争的研究費による学術論文及び根拠データの機関リポ
ジトリ等への掲載】義務化の要件を満たすこともできます。

https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_240216.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_240216.pdf


あなたの公開をサポートします

登録・公開にあたって、共著者への同意確認を行ってください。
論文の場合は、著者最終稿をご準備ください。

申請内容と出版社の著作権ポリシーの確認後、
リポジトリに登録し、申請者に公開URLを連絡します。

＊著者最終稿とは、査読が完了し、最終的に出版社に受理された原稿を指します

図書館事務課学術情報チーム 8841 / 8842
libsys@stu.ehime-u.ac.jp

愛媛大学機関リポジトリでの研究成果公開手順

登録申請
フォーム

教員業績
データベース

研究成果を添付の上、いずれかの方法で登録申請してください。

紙の
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そうだ またオープンアクセス、しよう。

著作権者への確認・研究成果の準備

登録申請
詳細はこちら→ https://opac.lib.ehime-u.ac.jp/SUPPORT/howto-repository 

図書館で確認・登録（公開）作業
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リポジトリで公開

リポジトリの公開ページへの
リンクアイコン

公開翌日に、教育研究者要覧に
リポジトリへのリンク追加

＊教育研究者要覧で公開されている研究成果のみ

https://opac.lib.ehime-u.ac.jp/faqs/faq_questions/view/256/d4602f2087db497103a84d6607d3f676?frame_id=18
https://forms.office.com/r/De4quqmxS4
https://forms.office.com/r/De4quqmxS4
https://researchers-db.office.ehime-u.ac.jp/
https://researchers-db.office.ehime-u.ac.jp/
https://opac.lib.ehime-u.ac.jp/wysiwyg/file/download/1/173
https://opac.lib.ehime-u.ac.jp/wysiwyg/file/download/1/173

